
 
 

 
 

２０１8  SUPER  FORMULA 
JMS P.MU / CERUMO・INGING Race Report 

第 2 戦 オートポリス  

◆ 5 月 13 日 (日)  < 決勝 > 天候：雨 ｜ コース状況：ヘビーウェット 

悪天候により決勝レース中止 
 

 全日本スーパーフォーミュラ選手権第 2 戦の決勝
レースは、天候不良のため中止となった。 
 
 前日までは気持ちの良い初夏の陽気だったオート
ポリスだが、決勝日は朝から雨模様。雨が止むと今度
は霧に包まれてしまい、午前中に予定されていたフリ
ー走行はキャンセルとなり、決勝レース直前のウォー
ムアップ走行が予定より 12 分延長されて 20 分間で
行われることになった。 
 

 空模様は雨、霧、強風と目まぐるしく変わるなか、併催されており同じく午前のフリー走行がキャンセルさ
れていた 2 輪 JSB1000 の決勝レースは周回数が減算されながらも無事に開催された。この時点では雨も上が
り、コース上は乾いている箇所も出ていたため、スーパーフォーミュラのレース開催にも期待が募る。しかし、
ウォームアップ走行が開始される午後 1 時 20 分の直前から再度強い雨が降り出した。全車がウェットタイヤ
を装着してコースインしていくが、開始から 7 分を過ぎたところで、2 台のマシンにアクシデントが発生した
ため赤旗中断。そのままウォームアップ走行が中止となってしまう。 
 
 その後いったんスタート進行が再開されグリッド
への試走開始の予定時刻が掲示されたものの、天候は
悪化する一方でスケジュールはディレイ。午後 2時ご
ろに緊急の監督ミーティングが行われ、これ以降の天
候回復が見込めないことから、残念ながらレースは中
止となった。 
 
 決勝レースでの挽回を誓っていた石浦と国本にと
っては消化不良の 1日となったが、再来週に迫った次
戦・菅生大会では再び上位での戦いを目指す。 
 
 



 
 

 
 

監督／立川 祐路 
「予選の分を決勝で挽回するつもりだったので中止
という決定は非常に残念ですが、天候は悪くなる見込
みでしたから、安全面などを考えればやむを得ない判
断だったと思います。その分、2 週間後の SUGO で
はいいレースを皆さんにお見せしたいと思います」 
 
 
 
 

 
 
 総監督／浜島 裕英 
「予選の位置から上位入賞を目指すためには、当然リスク
も負った戦いをしなければいけませんでしたから、中止と
いう決定でシリーズポイントでのダメージは最小限に抑え
られた、という見方もできます。もちろん挽回を目指して
いましたから残念ですし、オートポリスに足を運んでくだ
さった皆さんの前でレースができなかったことは非常に申
し訳なく思っています。今回のレースで良くなかった点を
踏まえ、次の SUGOに向けて備えたいと思います」 

 

 

 

ドライバースタンディング(第 2 戦終了時点) 

 (上位 5 名抜粋) 

Pos. No. Driver Point 

1 16 山本 尚貴 11 

2 19 関口 雄飛 8 

3 5 野尻 智紀 6 

4 1 石浦 宏明 5 

5 65 伊沢 拓也 4 

- 1 国本 雄資 0 
 

チームスタンディング(第 2 戦終了時点) 

 (上位 5 チーム抜粋) 

Pos. Team Point 

1 TEAM MUGEN 10 

2 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL 8 

3 VANTELIN TEAM TOM’S 6 

4 JMS P.MU/CERUMO · INGING 5 

5 TCS NAKAJIMA RACING 4 
 

 


